
ぼ
柴

の
野

粥
浩

き
樹

学 位 の 種 類

学 位 記 番 号

学位 授 与年 月 日

学位授与 の要件

研 究 科 ・専 攻

学 位 論 文 題 目

論 文 審 査 委 員

博 士(文 学)

文博第198号

平成17年3月25日

学位規則第4条 第1項 該当

東北大学大学院文学研究科(博 士課程後期3年 の課程)

歴史科学専攻

ローマ元首政期における属州総督オフィキウムの成立

(主査)

教 授 松 本 宣 郎 則

彦

崇

行

勝

善

秀

藤

野

本

光

佐

小

熊

有

授

授

授

授教

教

教

教

助

論 文 内 容 の 要 旨

本稿 の対象 と研究史

元首政期 中頃か ら、 ローマの属 州行政 において兵士が用い られ るようにな る。 こ うした兵士 は、属州

総督 の もとに軍 団兵士 を中心 として編成 され る、オ フィキウム(of£icium)と い う下僚集 団の一 員 として、

つ ま り総督 の部下 として、属州行政 の現場 にはいってい った。

オ フィキウム とは、 これ を国政 の立場 で用 いる場合 には、①公 的な民政 ない し軍政の官吏 の職務 ・職

位 、を指 すが、 そ こか ら派生 して② その官吏が 自 らの職務 を遂行 す る際に用 いる吏員の総体、 つ まり下

僚 を意味す る語で もあった。 こうした兵士 たちは総督の職務 遂行 のための下僚 として扱われ、 ときにオ

フィキウム成員、っ ま りオ フィキアー レー ス と呼 ばれていた。属州統治 のレベル において、オ フィキウ

ム とい う兵士か らなる下僚集 団が組織 され た ことは、当然従来 の研究者 たち も注 目 した ところである。

と りわけ近年 まで主流 とな って きた関心 は、古代末期研 究か らの もので、 この元首政 期のオ フィキウ

ムが、後期 ロー マ帝国下の官僚機構 であるオ フィキウムの直接 の前 身で ある とい う ところにあった。 そ

こか ら派生 して、 む しろその ような組織云々 よ りも、兵士が行政領域 に滲透 して いる とい う事実 を重視

す る研究 が盛 んになって きた。つ ま り、兵士 とい う暴力装置(強 制装置)が 従来都市 自治に よって担 わ

れていた行政領 域 に入 り込む ことで、 その兵士 を手先 とす る皇帝権力が、 これ らの 自治的都市 をむ しろ

帝 国行政下部単位 として再編 し掌握 す る方途が開かれた と主 張す るのである。我が国で も弓削達氏が、

それ までは都市 自治の集合体の上 にいわ ば鎮座 して いた皇帝権力 が、国家財政至上主義(fiscalit6)を

つ らぬ くた めに官 吏や兵士 を末 端 に使 い都市 を掌握 していった過程 を論 じて いる。皇帝権 力が兵 士 を
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使 って末端行政 を強力 に掌握 して いった結果 として、古代末期 の 「官僚 制」に帰結 した とす る議論 は、

元首政期 オフィキウムの性格 を考 え る上で も重要であ る。言 うまで もな く、 この ような視座 に立っ研究

者 たちは、皇帝権力が兵士や官吏 によって末端 行政 を掌握 し、 それ によって成立 を見 た ところの、いわ

ゆ る 「強制国家」 としての後期帝 国に主 たる関心 を置 いていたので ある。 そのため、属州社会 にお ける

兵 士の専横や強制的な振 る舞 いに多大 な関心 を払 うものの、 そ もそ もその ような兵士 が属州行政の場に

出てゆ くための枠組であ るオ フィキウムにっいては、 ほ とん どまった く顧慮 されていない。

その後、欧米 にお ける 「強制 国家」論批判の なかで、従来型 の古代末期理解 は成立 しな くなって きた

こ とは、 もはや周知の こ とであ る。 これ によって古代 末期像 は大 き くかわ り、従来 の窒息的 なイ メージ

はな くなって きた ものの、 しか し、かつて 「強制国家」 を生 み出 した母体 とされた ところの、元首政後

半の歴史過程 につ いて は、実はほ とん ど見直 しがすすんでいない。 オフィキウム もまたそのよ うな研究

状 況のなかで、 いわぼ宙に浮いたかたちになって しまってい るのが現状 と言え よう。

この ように、元首政期のオ フィキウムについて は、その歴史的 な意味性 を緊急に問い直す必要性があ

る。古代末期研究の進展 のなかで、 いわば置 いて きぼ りされて しまった観のあ る元首政後半、 なかんず

く3世 紀 のローマ帝国 について見直 しを進 めるために も、 この作業 は重要な意 味を持つ だろ う。なぜな

ら従来 の 「強制国家」論は言外 に、元首政期のオ フィキウムをその 「国家」の母体 として想定 して きた

か らであ る。

本稿 の課題

以上 の問題関心 に基づ き本稿 は、元首政期 における属州総督 オ フィキウムの歴史 的意味性 を問 い直す

ことを目的 とす る。 そのためには、従来 の研究が ほ とん ど顧慮 しなか った、オ フィキウムの起源 と成立

過程 に 目を向ける必要があ るだ ろう。 なぜ な ら、従来 の研究 、 と くに 「強制国家」論 の研究 は、 このオ

フィキウムの起源 と伸張を皇帝権力 の末端装置 としての重要性 の高 ま りとい う文脈 で理解 している と思

われ るか らで ある。 したがって、 オ フィキウムの起源 と成立過程 を論 じな いかぎ り、 その歴史的意味 を

問 う作業 も無意味 とな って しまうだ ろう。 それ ゆえ我々の関 心は、古代末期や3世 紀 よ りもむ しろ、1

世紀や共和政期 に向 けられ る必要が あるので ある。 この点が、本稿 の時代的な区分 をあ る程度規定 して

い る。

また、従来の研 究は、オ フィキウム、 ない し兵士の行政へ の滲透 という問題 を論 じるにあた り、 あま

りに も軍制史上の知見 を無視 してきた と言 わね ぼな らない。 そのため本稿で はまず最初 に、 そのような

オ フィキウム とい う組織 が兵士 を もとに編成 され るこ とを可能 に した、 ローマ軍の軍制 上の基盤 を検討

す る必要が あ るだ ろ う。兵士 は霞 を食 べて い るわ けで も、 どこかか ら湧いて くるわ けで もないので あ

る。恒常 的に兵士 を行政領域 へ と供給で き るような、軍制 上の基盤 は どの ように して構築 されたのだ ろ

うか。 この問題 は元首政期 オ フィキウムの起源 と成 立過 程を論 じる上で、不可欠であ る。

本稿 の構成

オ フィキウムの成 員 は軍 隊において、 ローマ軍の階級序列 において一般兵士 と百人隊長 との中間 に位

置 す る、 プ リンキパ レスない しイ ンムネス と呼 ぼれ る階級 に属 していた。 そのため まずは、軍 隊におけ

るこのふたつ の階級の位置づ けを探 り、 オ フィキウムの成 員が軍制 上いか なる枠組 に基づいて提供 され

ていたのか を考 えるこ とに しよう。 これ が本稿 の第1部 の課題 とな る。

その軍制史上 の知見 を受 けて、第2部 で はオ フィキウム成 立の過程 とその背景 を探 り、元首政 期 オ

フィキ ウムの歴史的 な意味性 を我 々な りに問 い直す ことにな る。 その上で 当然、従来 の研究 を意識 しつ
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つ、古代末期 の歴史へ の接続 を試 み ることにす る。

最後 の第3部 では、オ フィキウム とい う組織 体の位 置づ けを問 い直 した結果 、従来 の一面 的な歴史像

(=兵 士 の専横)が いか に変わって くるのか とい う、 一種 のケース スタデ ィ として、属州 アジアにお け

る、属州 民が兵士や官吏の横暴 を訴 えた嘆願碑 文を取 りあげ る。オ フィキ ウムの意味性 を問 い直 した結

果 を、 とりわけ3世 紀の歴史像 に移 し直す この議論が、本稿全体の 「おわ りに」 も兼ね る。

第1部 オ フィキ ウム成立 の軍制的基礎

1章 プ リンキパ レス とインムネスの概 念

プリンキパ レス とイ ンムネスは、 その軍隊階級序列上 の位置 ゆえに、今にちの研究で は一般 に 「下士

官」 とい う歴史的な概念 に よって定義 され ることが多 い。 したが って、その 「下士官」 とい う語がおの

ず と含意 する練達の兵士 とい う印象 を、オ フィキウムに も投影 して しまう傾 向があった。総督オ フィキ

ウムの成立 は、軍隊が その組織力 に基づいて都 市 自治 を圧倒 し属州行政 全般 を強力 に掌握 した ことを意

味 す るとい う理解 は、基本 的にはこの ような 「下士官」像の投影 に基 づいている と言 えよう。

しか しなが ら、従来 の研究 は このふたつの階級 につ いて ア ・プリオ リに 「下士官」 としての定義 を強

調 するばか りで、その厳密 な概念 についてはほ とん ど配慮 して こなかったので ある。 そこで まず本章で

は、オ フィキウムめ軍制 的基礎如何 とい う第1部 の課題 に応 えるための準備作業 として、オ フィキウム

の人員供出源であったプ リンキパ レス とイ ンムネスについて、その概念 を規定す ることを 目的 とす る。

プ リンキパ レス とイ ンムネス にはい くつ もの役職が含 まれてお り、 このふたつの階級名 はそれ らの諸

役職 を包括す る総称 であった。ベネ フィキア リウス な ど、 こうした役職 の うちい くつかは、 その任用 中

は所属す る部隊を離 れ、属州総督のオ フィキウムにて勤務 していた。 したが って、オ フィキウムの軍制

上 の基礎 はプリンキパ レス とイ ンムネスに置かれていた こ とにな る。

当の ローマ人が このふ たつの階級 を どの ように位置づ けていたのかは、古代末期の軍事著述家 ウェゲ

ティウス と、後2世 紀後半 の法学者パ テルヌス による記述 か ら知 ることがで きる。それに よれば このふ

たつの階級 は、様 々な雑多な役職 か ら構成 されてお り、 その共通 の概念 とは、かれ らがそ うした役職の

特定職務 に専従 するために、上役 に よって とくに引 き立て られ優遇 された兵士であ る、 とい う一点のみ

で あった。 ローマ人 は これ以外に、例 えばプ リンキパ レスは一般兵士 に とっての上官 である といった階

級序 列上の見方 をなん ら持 ち込 んではいない。

そのため、 異な る角度か らプリンキパ レス とイ ンムネスの軍制上 の位置づ けを探 る必要が ある。 この

ふたつの階級 は、兵士個人がた どる昇進 階梯 においては、一般兵士 と百人隊長 位の中間に置かれて きた。

しか し、俸給額 の観点か らすれば、 インムネス は一般兵士 と同額、 プ リンキパ レスはその1倍 半か ら2

倍 とい う水準 であったに過 ぎない。 さ らに、軍隊の指揮系統 とい う観点か らも検討 す ると、 そもそもプ

リンキパ レス もインムネス も、軍 隊内において固有の指揮権 を有 して はおらず、一一般兵士 に とっての上

官 を意味 しなかったので ある。他方、 プ リンキパ レス とインムネ スの俸 給額の差違 は、両者が まった く

同 じ概念 に よって定義 されていたに もかかわ らず、なん らか の基準 によって区別 されていた ことを意味

してい る。

さらに当時 のプ リンキパ レスに言及 した史料 を検討 する と、彼 らが ときに曖昧 な 「ベネ フィキア リウ

ス」 とい う表現で呼 ばれていた ことが判 る。ローマ人 の定義 によれ ば、ベネ フィキア リウス は、上官 の

恩顧(ベ ネフィキウム)に よって昇進 させ られ るので、 そ う呼 ばれ る、 とされていた。 それゆえ、 プリ

ンキパ レスは全体 として、上役 によって とくに引 き立 て られた兵士の側 が、その ことを恩顧 として感 じ

るような面 を有 して いたのである。 それ ゆえ、 プリンキパ レス という概念 においては、昇進 による特定
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階級へ の所属 とい うことよ りも、上役 による引 き立 て とい うことが強調 されてい る。

以上 のよ うに、プ リンキパ レス とインムネス はともに、「下士官」とい う概 念 には当ては まらない存在

であった。む しろ、特定職務 に専従 す るために、上役 によって と くに引き立て られ優遇 された兵士、 と

い うのが ローマ人に とっての プリンキパ レス とインムネスの概念 だったのであ る。

2章 プリンキパ レスの形成過 程

プ リンキパ レス とインムネスのふたつの階級 に含 まれ る役職 は極 めて雑多であ り、 その起源 も共和政

期 にさかのぼ るもの もあれ ぼ、後3世 紀 に入 って ようや く確認 され る役職 もあ る。 プ リンキパ レス とイ

ンムネス とい う語 自体、後2世 紀 前半 になって ようや く確認 され るものであ る。 したが って、元首政期

におけるプリンキパ レス とイ ンムネスの存在 を、例 えば百人隊長 のように、古来所与 のもの として扱 う

ことはで きない。属州のオ フィキウムに人員 を提供 していた このふたつの集 団につ いて、元首政期 の歴

史過程 のなかで形成 され てい った歴史 的な産 物 として、 これ を見な けれ ばな らないので ある。 それ ゆ

え、 ここでその形成過程 を論 じてお くことは、元首政期 におけるオフィキウムの検討 を課題 とす る我 々

に とって不可 欠の作業だ と言え よう。

その形成過程の到達点 として、 プ リンキパ レス とイ ンムネス の存在 が史料上確実 とな る2世 紀後半以

降 には、 このふたつの集 団に含 まれ る諸役職 は、兵士個人がた どる一般兵士か ら百人隊長位 に至 る昇進

階梯 上において、 はっき りとした位置 を占めていた ことが認 め られ る。っ まり、 ある役職か らあ る役職

へ と一定 のルール に したがって不可逆的 に異動 し、最終 的には百人隊長位 を 目指す とい う仕組 みがで き

あがっていた。 プリンキパ レス とイ ンムネス は概念規定上 は一般兵士 の 「上官 」で はなかったけれ ども、

この ような階梯の成 立は、上官 の引 き立て によって これ らの諸役職 に就 くことが兵士 に とって、事実上

「昇進」 の一環で あった ことを意味 してい る。 この意味で プ リンキパ レス とインムネスは、ローマ軍制

の不可分 の構成要素 となっていたので ある。

問題 は、 この ように上官 の引 き立て に基 づ くとい う曖昧 さを残 しつっ、複雑なが らも一定 した昇進階

梯 の仕組み を有す るプリンキパ レス とイ ンムネスが、 ローマ軍の内部 に形成 されていったその歴史的経

緯 にある。 それゆ え我々 の関心 は、 プ リンキパ レス とイ ンムネスの語 が現れ る2世 紀前半 までの時期 に

向け られ る。 とくに1世 紀 の実態 を解明す ることが重要 となるだ ろう。

なお、1章 で課題 として残 した問題 に、 プ リンキパ レス とイ ンムネスの区分如何 があ る。1章 で はプ

リンキパ レス とイ ンムネ スを包括 して取 りあげてきたが、本章 ではプ リンキパ レスに対象 を絞 り、 その

形成過程 を論ず ることになる。 なぜな ら、逆説 的で はあるが、 プリンキパ レスの形成過程 こそが、両者

の判 りに くい区分 の実態 を明 らか に して くれ るか らで ある。

前章 を承 けて、特定職 務に専従 す るために、上役 によって と くに引き立て られ優遇 された兵士、 とい

うその概念 に注 目す るな らば、我々は同様 の兵士運用 上の慣例 が、共和制中期(前2世 紀半 ぼ)に はす

で に存在 していた ことを認 めるこ とがで きる。事実、当時のローマ軍 は危機 に際 して編成 され事態収束

後 は解体 され る市 民軍で あったか ら、当然軍 隊内にお ける階級 は継続 されず、百人隊長や その下位の副

官な どは、編成 の都度上官 によって引 き立 て られ任命 されていたので ある。 したがって、 プ リンキパ レ

スの概念 は本来、 ローマ軍の編成原理 その ものなのであった。 そ して その引 き立 てに よる任用 は、当然

軍隊編成 中のみ とい う、一時的かつア ド ・ホ ックな性格 であって、 その地位への恒 久的な 「昇進」 を意

味 しなかったので ある。

前1世 紀前半、 マ リウスの 「軍制改革」以後の ローマ軍 は実質的 に常備 軍化 し、 それ に ともない軍務

の継続 と地位 の継続が保証 され るようになって ゆ く。その流れで、百人隊長位 な どは軍隊 内にお ける地
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位が恒 久化 され、兵士の昇進 階梯上 に確固た る位置を 占め るに至 った。つ ま り、百人隊長位 に任命 され

ることは、 その地位の継続 を保証 され る 「昇進」 となった とい うことで ある。他 方、 のちにプ リンキパ

レスに含 まれ ることになる諸役職 について は、 その ような地位 の恒久化が はか られなかった と考 え られ

る。カエサルな どの史料か ら判 断す るか ぎ り、 なお これ らの諸役職へ の任用 は一時的かつア ド ・ホ ック

な形 態 に とどまって いた。 アウグス トゥス に よる元 首政 の成 立後 、 プ リンキパ レスの諸役職 について

は、後1世 紀 において も、一 時的かつ ア ド ・ホ ックな任用 に基づ いて いた。 とりわけ この状況 は、後1

世紀 のローマ軍 内部文書か ら確認 す ることがで きる。 このパ ピルス文書(PGen.:Lat1)は 、当時の ロー

マ軍 において、上役 に引 き立て られて特定の職務 に専従 していた兵士、す なわ ち後2世 紀以降 にはプ リ

ンキパ レス と呼 ばれ るこ とにな る兵士が、 その特定職務遂行後 にはふたたび一般兵士 として扱 われてい

た ことを示 してお り、彼 らが依然 として一時的かつア ド ・ホ ックな任用 に とどまって いたこ とを明示 し

てい る。

その後3世 紀 の軍隊内部文書 は、 この時代 に はプリンキパ レスが軍隊 内で確 立 され た、す なわ ち百人

隊長位 同様 にその地 位への就任が恒久的な昇進 として認 め られ るよ うな階級 に変わっていた ことを示 し

てい る。問題 はこの変化 が どのよ うなかたちで もた らされ たのか、 とい うことである。

ここではプ リンキパ レスの中心 的役職で あったべネ フィキア リウス に注 目す る。前章で見た ように、

ベネ フィキア リウス とい う役職 に就 く兵士 に とって、上役 との関係 は とくに重要 であったか ら、彼 らは

碑文 な どで 自己の役職名 を表記 す る際 に、上役 の ことも併 記 していた。碑 文史料 の網羅 的検 討 に よれ

ぼ、後1世 紀か ら2世 紀 前半 にか けて は、上役の個 人名(誰 某 の)が 属格で付 されてお り、上役 「個人」

との強 い結 びつ きを感 じさせ る。 ところが、その後 は上役 の個人名で はな く単 に役職名(総 督 の、な ど)

のみが付 され るようにな る。 ここか ら我々は2世 紀半 ぼに、 それ まで は引 き立 てた上役 「個人」に付い

ていたべネ フィキァリウスが、上役の 「職 」に付 くよ うになったのだ と考 え る。上役 「個人」 とちがい、

その 「職」 は恒久的な立場で あるか ら、その 「職」 に付 くとい う兵 士運用上 の変化 によ り、それ までは

一 時的かつ ア ド ・ホ ックな任用 に基づいていた プリンキパ レスが恒久的な地位 とな り
、 ま とまった階級

として形成 されたのだ と考 え られ る。他 方、 イ ンムネスは俸給額 の点で一般兵士 と同格であ ることか ら

判断 して、 この ようなかたちでの地位 の恒久化 が行 われず、依 然 として一時的 な任用 によっていたのだ

ろ う。

以上 のよ うなプ リンキパ レスの立場の恒 久化(=プ リンキパ レスの形成)は 、 おそ らくハ ドリアヌス

帝 によって なされた ものである。彼 は、当時慣例 として蔓延 していた と思われ る、上役 による兵士運用

に対 し、 その無限定 な性質 を抑制すべ く、プ リンキパ レス形成 の契機 とな る措置 を講 じたのだ と考 え ら

れ る。 けれ ども、 この措置 は必ず しも、 プリンキパ レス に含 まれ るような諸役職の活動 自体 を抑制 しよ

うとす る もので はない。 プ リンキパ レスの立場 の恒久化 は、無制 限の運用 には一定の条件 を課 す ことに

な るものの、上役 に とって も運用 され る兵士 に とって も、 この ような人員 の確保が計算可能になった こ

とを意味 してい るか らであ る。 そ して、プ リンキパ レスが昇進 階梯 に組 み込 まれて固定化 された とい う

ことは、 プ リンキパ レスに含 まれ るような諸役職 を一定の編成 の もとに組織化す るこ とが可能 になった

とい うこ となのであ る。 この段階 に至っては じめて、兵士か ら属 州総督 オ フィキウムが編成 され るため

の軍制的基礎 が確立 された と言 うこ とがで きる。

第2部 元首政期におけるオフィキウムの成立と展開

3章 元首政期におけるオフィキウムの成立

第1部 で明らかとなったように、プリンキパ レス とインムネスという、オフィキウムに人員を供出す
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るための軍制上の基礎 は、後2世 紀前 半になって成立 した もの と考 え られ る。 けれ ども、 その本質的な

概念で ある、特定職務 に専従 す るために上役 によって引 き立 て られ る とい う兵士運用 は、すで に共和政

期 には存在 していた。 そ して、 それ と軌 を一 にす るように、オフィキウム とい う組織体 の根幹で ある、

総督が兵士 を属州統治で用い るとい う慣例 もまた共和政期 か ら存在 していた ことが、 キケ ロな どの記述

か ら認 められ る。

共和政末期、ガ ビニ ウス法の制定以来、 ローマの属 州統治体制 は新 しい局面 に入 った。従来 の属州総

督 は元老 院か ら正規 に任命 された公職者(マ ギス トラ トゥス)な い し公職者代理(プ ロマ ギス トラ トゥ

ス)で あ り、 アパ リ トレス とい う国家か ら俸給 を支払われている下僚 集団を部下 として用い るこ とが で

きた。 しか し、 この法以後、ポ ンペイウスや カエサルの ような軍指揮官 に個人 的に任命 された代官(レ

ガ トゥス)が 実際 に属州 を統治 す るとい う事態が常態化 す る。 この レガ トゥスは元老院の認可を受 けた

正規 の総督 ではないた めに、アパ リ トレスを用い ることができず、必然的に兵士 を属州統治 に用 い ると

い う既存 の慣例 に全面的 に依拠せ ざるをえなか った。

元首政成立後、属州 は元老 院管轄 の元老院属州 と、皇帝管轄 の皇帝属州 とに二分 され、属州に駐 屯す

るローマの軍団 は基本 的 にすべ て皇帝属州 に移管 された。元老院属州では元老院 に任命 された総督が ア

パ リトレスを用 いて統治す るとい う本質が残 された反面、軍隊が駐屯 しな くなった ことによ り、総督が

兵士 を属州統治 に用い るとい う慣例が いったん途絶 す る。他方皇帝属 州において は、 その総督 はあ くま

で皇帝の代官(レ ガ トゥス)で あったか ら、共和政末期 の代官 同様 にアパ リ トレス を用 い えず、必然 的

に魔下 の軍団兵士 を属 州統治 の場で用 いざるをえない とい う状況があったので ある。それゆえ、元首政

期 ローマの属州統治体制 は、(皇 帝属州の)総 督が属 州行政 の枠 内で兵 士を用 いるこ とを当然の前提 とす

るような、構造的な問題 を当初か ら内包 していた ことになる。

プリンキパ レスの形成 は、 このよ うな慣例 に大 きな影響 を与 えた と思われ る。 まず、 これに ともなっ

て、 プ リンキパ レス を人 員供 出源 とす るオ フィキウム成員の立場 もまた、恒久化 され るこ とになった。

これに よって、オ フィキ ウム とい う組織体 もすみやか に整備 された ことは、 オフィキウム成員 の昇進歴

をた どるこ とで明 らか とな る。彼 らの大半は プリンキパ レス形成後、 その軍歴のほ とん どをオフィキウ

ムで過 ごす よ うになっていた ことが判 るのであ る。 こうして、 プリンキパ レスの形成 によって軍制的基

礎 を得たオ フィキ ウムは、すみやか に総督 「職」 に付 くようにな り、恒久的 な組織 としてその成立 を見

た。成立 したオ フィキウムは軍隊組織のなかで、独 自の人事体 系を持 っ独立 した組織 とな り、 と くに戦

闘部隊 とは人事面 での接点 をほ とん ど有 していなか った ようであ る。

こうなった背景 には、 そ もそ ものオ フィキ ウム成立の経緯が あったのだろ う。我々は従来、 オフィキ・

ウムの成 立 とその属 州行政 へ の多大 な関与 とを、兵士 に よる行政 への侵食 とい う観 点か ら見 て きたの

だった。必然的にオ フィキウムは、3世 紀 以降ローマ帝国では兵 士が専横 をきわめていた とする歴史的

文脈 のなかで理解 されて きたので ある。 しか し、 オフィキウムの成立 に至 る歴史的経緯 は、 む しろ逆向

きのベク トル を示 してい るよ うに思われ る。そ もそ も兵士 を属 州統治 に用 いる とい う考 え方 は、すで に

共和政期か ら存在 していた。共和政 末期、 自らのアパ リトレスを持 たず に属州統 治の現場 に立 った代 官

たちが、 この前例 に依拠 したの は当然であった。元首政の成 立は、かか る状況 をその まま皇帝属州の う

ちに引き継 いだ。 ここで も皇帝属州の総督(代 官)は 、かつての前例 に頼 らざるをえなか った。元首政

の属州統治体制 は、その成 り立 ちゆえ に、 この構造的な問題、 ない し 「欠陥」 を当初か ら内包 していた

ので ある。 その後、ハ ドリアヌス に至 るまでにも、帝国の領域 は拡大 して皇帝属 州の数 を増や し、 また

帝国 の騎士身分官職 な どの行政機構 が ますます発展す るなかで、皇帝属州総督 は否応 な く、兵士 を下僚

として用 い ざるをえなか ったのだ ろう。
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オフィキウムはまさに この ような状況の も とに成立 した。 とりわ け皇帝属州 にお ける行政上の需要が

まず先 にあ り、 それ に対 して軍制上の基盤 を与 えるためにプ リンキパ レスが形成 されて、オ フィキウム

が成立 した ので ある。 したがって、軍隊が 自らの組織力 によって行政 に滲透 したので はな く、行政上 の

必要が軍隊組織 に変化 を迫 った とい うのが、オ フィキウム成立の本質 だ と言 えよ う。

4章 後期帝国成立期におけるオフィキウム

前章で述べた経緯によって成立 したオフィキウムはその後、ディオクレティアヌス とコンスタンティ

ヌスによる後期帝国のもとでは完全 に軍隊から切 り離され、文官組織 となる。従来の研究は、元首政期

オフィキウムの軍隊的性格を強調 してきたから、必然的に、後期帝国成立時のいわゆる 「軍政民政分離」

において、軍隊組織か ら文官組織への鋭角的な変化がなされたのだと考えてきた。それに対 し本章で

は、前章で得られた知見を古代末期に接続 し、全体像を得ることを目的とする。

そもそも軍政民政分離 とは、オフィキウムの上役に当たる属州総督が、従来併せ持っていた軍政民政

双方の命令権のうち、軍政上の命令権を喪失 した ことを意味 している。上役が軍隊命令権を失った以

上、その部下であるオフィキウムは文官組織に転 じざるをえない ということである。実際、4世 紀初頭

のコンスタンティヌス治期以降の法史料は、 この時期のオフィキウムがすでに軍隊組織からは切断され

ていたことを明示 している。

他方オフィキウムの成員が、この軍官から文官への身分の転換 という一大転機に際し、どのように身

を処したのかが問題 となろう。それについて我々は、3世 紀後半から4世 紀前半にかけて、エジプ トの

べネフィキアリウスにっいてパピルス史料から検討 した。その結果、 この時代を通じて彼 らの社会にお

ける存在感は一貫 してお り、軍官か ら文官への転換の影響をまった く感じさせないことが判 る。それば

か りか、すでに3世 紀後半の時点で軍隊組織 との切断の徴候を示 しているのである。

この点については、後期帝国下のオフィキウム成員が担った負担義務(パ ス トゥス ・プリミピリ)の

検討から、いっそう明白となる。 この負担義務 はオフィキウム退役時に軍隊への食糧供給を負担すると

いう、古代末期的な名誉的負担義務であり、後期帝国下のオフィキウム成員を特徴づけるメルクマール

のひとつである。従来この負担義務は4世 紀か らオフィキウム成員に課されることになっていたと考え

られてきたが、検討の結果、すでに3世 紀後半のオフィキウム成員に課されていた と結論できるのであ

る。さらに、 この負担義務が明らかにすることは、3世 紀後半時点における担い手たるオフィキウム成

員が、すでに一種の世襲原理に律されていた と思われることである。それゆえ、軍隊が最 も幅をきかせ

たとされる3世 紀後半にはすでに、その象徴 としてこれまで考えられてきたオフィキウムは、軍隊から

の組織的な切断の徴候 を示 していたとする先の結論を、 この負担義務の検討は裏づけているのである。

このように、古代末期への接続を試みた本章の議論からは、前章で得た知見を補完することができた。

すなわち、元首政期のオフィキウムはその成立時点からすでに軍隊か ら分離独立しようとする傾向を有

していたのであり、その結果 として、いわゆる軍政民政分離が始 まるより前に軍隊 との組織的切断を終

え、純然たる文官組織に転化 していたのである。

元首政期 と後期帝国のオフィキウムはそれぞれ、かたや元首政期帝国の 「軍隊化」の、かたや後期帝

国 「官僚制」の象徴 としてこれまで理解されてきた。この鋭 く対立す るふたつの認識を整合的に結びつ

けるために、いわゆる 「軍政民政分離」の過程に多大な歴史的意味を持たせて、そこでのオフィキウム

の組織的転換を想定 してきたのである。

本稿の議論か ら我々は、もはやそのような理解が成立 しないことを示 しえたと思 う。「軍隊化」がピー

クに達 した とされる3世 紀後半には、その象徴であるオフィキウムはすでに、軍隊組織 との切断の徴候
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を示 して いた と考 えられ るか らで ある。 その背景 には、前章で議論 して きた、元首政期オ フィキウムの

成立 に至 る歴史的経緯が あった。元首政期のオ フィキウムは当初 よ り軍 隊か ら分離す る傾 向を有 してい

たが、その ような傾 向のいわば行 き着 く先が 「軍政民政分離」にほかな らなか った とい うこ とであ る。 し

たがって、元首政 期のオ フィキウムはそもそ もの出発点か ら後 期帝国下のオ フィキウムに至 る方向性 を

内包 していたので あった。 けれ ども、かか る元首政期 オフィキウムの方向性 は、実 の ところ共和政期以

来 の兵士運用の慣例 に基づ く、属州統治 に兵士を用 い るとい う慣例 をその起源 として いた。そ う考 える

な らば、後期帝国 「官僚制」 の本質的起源 は、元首政期後半の皇帝権 力 と軍 隊 との強 い結びつ きに基づ

く 「財政至上主義」の追 求にあったわ けで はない ことは、 もはや明 白だ ろう。

要 するに、元首政期 オ フィキウムの成 立は、3世 紀以降の軍隊偏重:の風潮や、都市 自治 と軍 隊の対立

軸、皇帝権 力 による都市 の直接的把握の方途 、 といった、従来の議論 の枠組 みにお いては これを理解す

ることはで きない。そ もそ も、2世 紀半ぼに成立 したオフィキウムは、成立 当初 よ り軍隊か らの分離傾

向を示 し、 もっ とも軍 隊が専横 をきわ めた とされ る3世 紀後半 には、 もはや軍隊 との組織的断絶 の徴候

さえ見せて いたか らであ る。 む しろ元首政期 におけ るオフィキウムの成立 とは、元首政の属州統治体制

がその成立当初 よ り内包 していた構造的な 「欠陥」にっ いて、共和政 期以来 の兵士運用 の慣例 に基づ い

て対処 しよ うとす る、現実 的な対応の所産 で あった。

第3部 属州総督 オフィキウムの活動

5章 オ フィキウムの活動 と社会

最終章で は、全体 の 「おわ りに」 にか えるかたちで、 これ まで に得 られた元首政期オ フィキウムに関

す る新 しい図像 が、具体 的な歴史過程 の中で どの ように位置づ け られ うるのか を考 えて いる。 ここで

は、3世 紀の小アジアにおいて頻出す る、属州民が兵士や官吏の横暴 を皇帝や総督 といった 「お上」 に

訴 え出た、 いわゆ る嘆願碑文群 を対象 として検討 した。従来 これ らの碑文 は、 もっぱ ら兵士の専横 とい

う側面 ばか りが強調 され、先 の 「強制国家」論を肉づ けす る役割 を果 た して きたので あるが、 こうした

兵士 がオフィキウム成員 として行政的領域 において属州民 の前 に姿 をあらわ した ことに着 目 し、本稿 に

おけ る我々の知見 を適用 す る と、興 味深 い歴史画像 を得 る ことがで きる。つ ま り、 こ うした兵 士=オ

フィキ ウム成員 は、皇帝 の手先 として行政 への介入 それ 自体 を目的 として属 州民 を圧迫 したので はな

く、 む しろ、属 州の諸都市、諸共同体、個 人、住 民それ ぞれの問 にお ける対立 の中で、総督の近侍で あ

ることに由来す るその強制力 ゆえに、一方の住 民側か ら他方の住民側 へ と強制力 を行使 す るよう期待 さ

れてさえいたので ある。 このよ うに、オ フィキウム成員 の 「専横」や 「強制力」行使 もまた、周囲の状

況 によって促 された ものであった とすれ ば、 それは 「強制国家」論的なオ フィキウム像か らの決別 を意

味す ることになろう。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文は古代ローマ帝国の属州総督の下で、軍団兵士の中より抜擢 され、特定の任務 を託された集団

であるオフィキウムを採 り上げ、 これを後2世 紀の元首政期か ら4世 紀、後期帝国の時代までの皇帝支

配の中に位置づけし直し、独自の解釈を提示 したものである。従来の研究史においては、兵士オフィキ

ウムが3世 紀を経て次第に帝国行政の多 くの面で働 くようになるところから、皇帝の軍事権力の強化が

もっぱら注目され、これが所謂 「強制国家」のしるしであるかのごとく見なされてきた。 しかし近年の
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諸研究 は、後期 ローマ帝 国、すわなち古代末期 の社会が必ず しも専制皇帝 に よる硬直 した強制 支配 に服

する もので はなかった ことを明 らか にしっ つある。論者 は、 この ような研究動 向を評価 しっっ も、兵士

による行政担当の評価 と、 その歴史的由来 につ いて、近年の研 究 もまた十分顧慮 出来ていない点を指摘

する。かか る問題 意識 か ら論者 は、 ローマの軍隊 にお ける、上位軍 人に よって兵士が特 定の任務 を託 さ

れ る慣例 を、紀 元前1世 紀 まで遡 って探 り、以後2世 紀 にお ける属 州総督 オフィキウムの成立 、4世 紀

の兵士オ フィキ ウム と軍政 ・民政分 離 との関係、 まで を考察 し、古代末期 の兵士オ フィキウムは、軍事 、

による社会介入の しるしで はない ことを論証 しよ うとす る。論者 の視 点の独創性 は明 らかであ る。

論者 はこれ らの問題意識 を明 らか にした上で、全3部5章 の構成 で兵士 の特定任務担 当の起源 か らそ

の組織化 、2世 紀のオ フィキウム成立、後期帝国 にお けるオ フィキウムの機 能、を論 じてい る。 第1部

「オ フィキ ウム成立 の軍制的基礎 」は2つ の章か らな る。第1章 「プ リンキパ レス とイ ンムネスの概念」

は、元首政初期 、軍 団兵士 の うち、雑務 を免除 され て書 記 その他非 軍事的専 門作業 の任務 を軍 団長 に

よって担当 させ られ る兵士た ちを史料 と碑文か ら探 り出 し、それ らが2世 紀以後 プ リンキパ レス とイン

ムネ ス と呼ぼれた こと、前者が よ り上位 に立 ち、手 当 も多 く、「恩恵を受 けた」 という意 味のべ ネ フィキ

ア リウス と呼ぼれ る者 を含む こ と、いずれ にせ よ上官の引 き立てに よる、一時的 な役割 であ り、部下 を

持つ下士官の ような もので もなかった事実 を確認す る。従来 の研究 が踏 み込 まなかった知見 を明 らか に

した ものであ る。

第2章 「プリンキパ レスの形成過程」 は、 ロー マ共和政期 のマ リウスの時代 に遡 って、特定兵士が上

官の引 き立てで特殊任務 を帯びた事例 を示 し、 その流 れがアウ グス トゥス時代で も続 くこと、役 目が終

わ る と任 を解 かれ、昇任す るこ ともなかったが、 トラヤ ヌス時代 には多用 され、次のハ ドリアヌスの時

に員数が制約 され るとともに、恒 久化 され た と推定す る。 さらに著者 はノ リクム(現 オース トリア)や

北 アフ リカ出土 の兵士 の労働記録、戦カー覧表の碑 文やパ ピルスな どの珍 しい資料を引用 して、 この プ

リンキパ レスが2世 紀 中にはこれ まで上官 の引き立てで任務 を負 わされ るもので あったのが、役職固有

の下役 とされた と推定 する。 これに よって、軍隊の中か ら、軍務 以外 の任務 に専従 す る兵士が役職 とし

て生 まれ、実質 的なオフィキウムが現れ た、 とされ るのであ る。

第2部 「元首政期 におけるオ フィキウムの成立 と展 開」は2つ の章か らな り、現象 として の兵士の諸

任務担当の在 り方の歴史 を第1部 で触れ た上で、第2部 では制度 ・組織 としてのオ フィキウム、 とい う

視角か ら考察 す る。第3章 「元首政期 にお けるオ フィキウムの成 立」はあ らためて ローマ共和政期以来、

軍隊の上官が もろ もろの任務 のために特定 の兵士 を専従 させ た事例 を、 キケローや プルタルコスな どの

史料か らも導 きだ し、 アウグス トゥスの元首政成立で属州支配体制が新 しくなった時点 を重視す る。属

州 は元首担当 と元老院担 当に二分 されたが、軍:団は元 首担 当属州 にほ とん どが配 置 され た。 ここは元首

が総督であ り、統治 は代理官 にゆだね られ たが、彼 らは直属 の行政役人 を持た されなか ったので、属州

配備の軍隊か ら兵士 を選抜 して任務 を委ね た、 と論者 はい う。 それが先述 プ リンキパ レスで あ り、共和

政以来のローマ将軍 のな らわ しがスムーズ に元首政期 に受け継がれ た とされ る。 名称 こそ3世 紀が初 出

で あるが、2世 紀後半か らオ フォキウムは属州総督の行政 スタ ッフ として恒久的な組織 となる。首席吏

員 ・commentariensis・speculator・frumentarius・beneficiariusと いった主要職 と昇進順序 も確 立す

る。論者 は特 に、従来説への批判 とい う観点か ら、兵 士の行政担 当はそもそも元首担 当属州 にお ける行

政上 の需要 か ら必要 とされた もので あ り、軍隊 が 自己の組織 に よって行政 を侵食 してい った ので はな

い、 とい うことを強調す る。論者 は本章で あわせて、軍団を欠 く属州で も、隣接 の属州軍団か ら派遣 を

依頼す るな どして総督 オフィキウムを確保 しよう とした こと、 そ して元老院属州 において は、元老 院議

員総督の下にオフ ィキウムは形成 されなか ったが、その下 にプロクラー トル と呼ばれ る管理官がいて、
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これ がスタッフを有 していた ことを証明 し、 ローマ帝 国の属州統治の官僚 的集 団が不可欠 となっていた

ことを示 して全体 の立論 を補強 す る。本章全体 に豊富 な碑文資料が整 理 され、 図表化 されて論者の立論

の根拠 を確 かな もの としている。

第4章 「後期帝 国成立期 にお けるオ フィキ ウム」 は、前章で予示 された、 オフィキウムの非軍隊的性

格 を主張す るこ との持っ意義が明 らか にされ る。デ ィオク レテティアヌス とコンス タンテ ィヌスは明確

に軍政 と民政 を分 離 したが、従来説 は この変化 が急激 になされ、近衛 軍総督 な どい くつかの高官職 と、

なによ りも属州総督 が軍隊組織か ら文官組織 へ と移 され、官僚 制が進 め られ、一方皇帝は軍隊を もちい

て都市への介入を強めた、 として きた。論者 はそれに対 し、属州総督 オ フィキウムはその組織確立期 の

3世 紀 にお いて完全 に軍政か ら切 り離 されていた、 と強調 し、 その証 拠 として、オ フィキウムの一員 が

3世 紀 にすで に世 襲化 されていた ことを挙 げる。ローマ帝 国は3世 紀 をもって軍事色 を強 め、4世 紀 に

軍事強化 による強制 国家、財政至上国家へ と移行 した、 との見方 に強 い批判 を投 げか けるのであ る。 た

しか に4世 紀 の属州総督 オフィキウム として現れて くるcohortalesは 軍隊編成 を と り、外見上兵士 の民

政介入 を示 す ように見 えるが、 それ は擬制 にすぎず、 そのcohortalesは すでに世襲化 してい る。軍隊兵

士か ら出たオ フィキウムは とっ くに軍事か ら分離 され、民政ス タッフとして確立 して いた、 とされ る。

ここよ り論者 は古代末期、後期 ローマ帝国の強制 国家的性格 を指摘 す る従来説 に、長いスパ ンにわたる

軍事史の解 明 によって、疑問 を投 げか けるのである。

第3部 「属州総督 オ フィキウムの活動」は補論 的部分で、1章 のみか らな り、終章の意味合 いを も兼

ねて いる。第5章 「オ フィキウムの活動 と社会」 がそれで、3世 紀の小 アジアにお いて頻出す る兵士 の

収奪 な どの狼薙行為 に対 し、属州民が皇帝 や総督 に救済 をも とめ る嘆願碑文 を詳細 に検 討 し、 それ らは

軍隊 による行政や都市へ の介入 ・侵 害の面 のみを示 すので はな く、総督 によるオ フィキウムの、行政上

必要 な、かつ住 民の要請 に応 える行動であった ことを論証 して いる。 ここで も論者 は、 ローマ帝 国が軍

事至上の強制国家 へ向か って ゆ く、 との後 期帝 国理解 を とらず、 ローマ帝 国はよ り現実的で効率 的な統

治 を求めただ けであ り、早 くよ り軍隊兵士 を軍事か ら引 き離 して行政 スタ ッフをつ くろう とした こと、

それ を具体 的に示 すのが属州総督オ フィキウムで あった こ とを示 し、後期 ローマ帝国像 を、 よ り穏やか

な、都市や住 民に強圧 的で ない姿勢 をもっていた もの として描 く姿勢 を明確 にす るのであ る。

このように本論 文は、属州総督オ フィキウムを、 その先駆形 態 に遡 って考察す る ことよ り始 めて、膨

大 な文献史料 と碑文 ・パ ピルス資料を博捜 し、属州 にお ける兵 士が軍務 を離れて一時的に行政 を担 う慣

例が、2世 紀に恒久化 した組織 に組み込 まれ、総督 の行政ス タッフとなって ゆ く、 とい う点を実証 しっ

つ、3世 紀か ら4世 紀 にか けて ローマ帝国が とった軍政 ・民政 分離策 を、従来の、軍事至上 ・強制国家

へ の傾 向 と見ず、帝国は より穏やかで行政 重視、都市重視の政 策 を とり続 けた ことを主張す る。その論

証 は説得的であ り、斬新で ある。豊 富な資料 の整理の面で も学界 において独 自の貢献 をな してお り、斯

学 の発展 に資す るところはきわ めて大であ る。

以上 によ り、本論文 の提 出者 は博士(文 学)の 学位 を得 るに十分 な資格 を有す るもの と認 め られ る。

一191一


